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研究成果の概要（和文）： 

 

カナダ（Royal Ontario Museum、トロント大学図書館、Toronto Public Library、Library & 
Archives Canada、Fur Institute of Canada、カナダ文明博物館、McCord Museum of Canadian 
History、Hudson’s Bay Company Archives（Manitoba Museum）、Environmental Library、バ
ンクーバー市民文書館、バンクーバー博物館）及び日本（外務省外交資料館、国立国会図書館、
横浜開港資料館、函館市立図書館、高田屋嘉平衛資料館、東京大学図書館、中央水産研究所、
北海道大学スラブ研究所、同北方資料室、道立北方民族博物館）における多数の関連文献・史
料の収集を通して、北米北西部及び北太平洋海域に関するハドソン湾会社資料並びに海獣猟関
連文書等を分析、北米毛皮圏においては奴隷使役の例までが決して稀なものではなく、広域の
連鎖的な生態系破壊も伴ったことを確認した。海獣毛皮猟に関する条約議事録なども調査。北
太平洋一円での毛皮フロンティアの展開が直接、幕末開港期の日本に押し寄せた史実を見通し
た。 

 
 

研究成果の概要（英文）： 
 
 Gathering a lot of related books and archives in Canada (Royal Ontario Museum, Library 
of Toronto University, Toronto Public Library, Library & Archives Canada, Fur Institute 
of Canada, Canadian Museum of Civilization, McCord Museum of Canadian History, Hudson’s 
Bay Company Archives; Manitoba Museum, Environmental Library of Winnipeg, City of 
Vancouver Archives, Vancouver Museum),  and Japan（The Diplomatic Record Office of the 
Ministry of Foreign Affairs of Japan, National Diet Library,  The Yokohama Archives of 
History Hakodate City Central Library, Hakodate Takadaya Kahei archives, Komaba Library 
of Tokyo University、National Research Institute of Fisheries Science, Fisheries Research 
Agency、Slavic Research Center Library of Hokkaido University、Hokkaido Prefectural 
Library,, Hokkaido Museum of Northern Peoples）, we took a general survey and fundamental 
analysis on the history of US and Canadian Northwest Territories and Northern Pacific 
Fur-frontier, and took a research on the labor system of the Frontier, including slavery 
on Native peoples, problems of extensive eco-crisis in the areas, and international 
treaties on fur-bearing sea animals. The commercial and destructive fur trade operating 
around Northern sea, reached to modernized Japan in the late 19th century. 
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交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2008 年度 2,100,000 630,000 2,730,000 

2009 年度 500,000 150,000 650,000 

2010 年度 600,000 180,000 780,000 

年度    

  年度    

総 計 3,200,000 960,000 4,160,000 

 

 

研究分野：人文学 

 

科研費の分科・細目：史学・史学一般 

 

キーワード：毛皮・毛皮会社、幕末開港期、エコシステム、先住民、北半球、ラッコ、 

ゴースト・ネイチャー、奴隷制 

 
１． 研究開始当初の背景 
 
 2005 年に出版した『毛皮と皮革の文明史』
（ミネルヴァ書房）など今まで執筆した幾つ
かの著作や論文において一定の見取図を提
示したことではあるが、30 年来続けてきた毛
皮史の展開と、奴隷制を伴った先住民社会の
崩壊の相関についての歴史研究を、より広く
生活生態圏の崩壊の問題として、一層多面的
な観点から考察する必要を感じた。 

そのため、 
 

（１） まずは毛皮交易圏における先住
民 

奴隷化を裏付ける史料やカナダに
おける奴隷制度の展開を裏づける
資料・文献の探索・収集を行い、 

（２） 次にその広がりが北米西北部並
びにシベリア東部から北太平洋
の陸獣・海獣毛皮猟の拡大を経
て日本に至り、幕末開港期に日
本でも先住民問題の深刻化や生
態系の全面的な崩壊が進展した
事情をグローバルな歴史展開の
脈絡の中に分析することを視野
に置いた。 

 
 

２． 研究の目的 
 
 近代毛皮交易展開の生態史的な問題と、幕
末開港期の日本・アジアの社会変化との関連
を、欧米毛皮会社の史料、日本・ロシア・中
国の関連資料（条約を含む）並びにカナダ現
地調査から展望する。 

この時期の日本の生態史・社会史の変貌を、

商品史的な観点と生態史の視野から読み直
し、商品史・文化史・環境史の融合をはかる。
そのことにより、今日的に重要な課題でもあ
る企業活動と異文化社会・異文化環境の交
接・破壊の問題が、国家的な対外関係や政策
対立にではなく、実は第一にはむしろ国境や
地域を越えた毛皮フロンティアのグローバ
ルな歴史展開によって決定づけられていた
ことを解明する。 
従来の幕末開港期の商業史研究では、捕鯨

業や綿業、鉄鋼業、繊維産業、茶業などで日
本の国内事情に分析の重点を置いた多くの
本格的業績が幾つもあるが、19 世紀末葉まで
に資源枯渇を迎えていた毛皮猟（特にラッコ、
アザラシなど日本の対外関係と関連の深い
海獣毛皮猟）については、グローバルな歴史
視点から解析を行なった本格的研究は皆無
といって良い。旧著『毛皮と皮革の文明史』
で指摘した「毛皮の世界フロンティア」の展
開を見定める観点から、そうした研究の空隙
に問題提起を行い、今日的なグローバルな問
題の検討にも関わる新たな視点を提起して
行きたいと思っている。 
 
 
 

３． 研究の方法 
 
（１）カナダでの資料収集と現地調査 
① トロント：Royal Ontario Museum、トロ 
ント大学図書館、Toronto Public Library 

② オタワ：Library & Archives Canada、Fur  
Institute of Canada、Canadian Museum of  
Civilization 

③ モントリオール：McCord Museum of Ca- 
nadian History 



④ ウィニペグ：Hudson’s Bay Company  
Archives（Manitoba Museum）,Envi- 
ronmental Library 

⑤ バンクーバー：市民文書館、バンクーバ
ー博物館 

 以上の施設、資料館、研究所を訪れ、資料
検索とともに聞き取りも行なった。また、ト
ロント、モントリオール、ジャスパーなどの
観光案内所で関連史料を入手するとともに、
聞き取りも行なった。 
 

（２） 日本での文献・資料調査： 
外務省外交資料館、国立国会図書館、横浜
開港資料館、函館市立図書館、高田屋嘉平
衛資料館、東京大学図書館、中央水産研究
所、北海道大学スラブ研究所、同北方資料
室、道立北方民族博物館などにて、日本語、
英語ロシア語、中国語の関連文献を調査、
検索し、毛皮猟をめぐる国際条約や船舶出
航状況、貿易及び価格関連史料、先住民問
題資料を多数入手、コピーは膨大な数量に
のぼった。 

 
 
 
 
４．研究成果 
 
 毛皮フロンティアの展開が広くカナダの
先住民社会と生態圏の崩壊を呼び起こした
ことを示す史料や研究書を多数入手、北米北
西部の毛皮フロンティアにおいて先住民を
奴隷化までしていた史実を裏付ける史料も
入手した。 

ハドソン湾会社やノースウェスト会社に
関連した通史的著作はもとより、近年のカナ
ダ地域史研究や北米北西部社会経済史のす
ぐれた著作類を多数知ることとなった。カナ
ダ北西部の海運業や貿易史関連の文献も図
書館、古書店で入手したものが多数にのぼっ
た。 

毛皮会社と奴隷労働の関連を書き留めた
ものとしては、ハドソン湾会社中興の祖とい
われたジョージ・シンプソンが奴隷購入を行
なったことを示す史料や、毛皮交易圏には児
童奴隷まで居たことを示すマニュスクリプ
トを入手した。 

生態圏の問題にふれた資料・文献も多数に
のぼり、特にウィニペグの Environmental 
Library では、19 世紀末まで主要な捕獲対象
でありながら今までほとんど本格的な研究
が行なわれていないヤマネコ Bobcat の乱
獲史を展望し得る文献も参照することが出
来た。これは岩波書店から出版した共著『地
球環境史からの問い』に収録した論文の中で
詳しく論究を行なってある。 

また調査最終段階に至って、バンクーバー

の市民文書館では、北太平洋のラッコ及びア
ザラシの乱獲猟を長期・広域の歴史的視点か
ら分析した史料を得ることとなった。 
日加関係史についての本格的な文献や史

料については、今回の調査では残念ながら当
初の目的に沿うようなものを入手すること
が出来なかったため、機会を改めて得ること
が出来ればと願っている。 
 
日本国内でも、京都大学霊長類研究所の和

田一雄氏の協力を得て、密漁の実態や拿捕な
ど、海獣毛皮猟をめぐる「現場」の実情を伝
える史料・条約関連議事録、外交文書を数多
く入手した。水産庁中央水産研究所や東京大
学図書館、北海道大学などで得た文献・史料
は、特に重要なものが多かった。 
今後、以下の「主な発表論文等」の業績に

加え、研究協力者の和田一雄氏と協力して、
その史料・文献を一望できる DVD-ROM を製作
し、関連ホームページの充実もはかって行く
予定である。 
 
 

５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
 
〔雑誌論文〕（計１件） 
 
 「書評 木村和男『北太平洋の＜発見＞：
毛皮交易とアメリカ太平洋岸の分割』」『社会
経済史学』査読あり、73 巻第６号、2008 年、
95-97 頁 
 
 
〔図書〕（計２件） 
 
（１） 池谷和信編、岩網書店『地球環境史

からの問い：ヒトと自然の共生とは
何か』2009 年（232-253 頁）に下山
晃「ゴースト・ネイチャー：北米に
おける毛皮フロンティアの展開とエ
コクライシス」を執筆 

（２） 和田一雄（研究協力者）、彩流社、『北
の海獣たち：トド・アザラシ・オッ
トセイと共存する未来へ』2010 年、
291 頁 

 
 
〔その他〕 
 
ホームページ等 
http://simoyama.saibunsya.com/kenkyu_20
08.html 
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(1)研究代表者 

下山 晃 

（大阪商業大学 総合経営学部 教授） 

 

 研究者番号：20268783 

 
研究協力者：和田一雄  

（京都大学霊長類研究所 共同利用研究員） 

 

 
(2)研究分担者  

  

研究者番号： 

 

(3)連携研究者 

   （  ） 

 

 研究者番号： 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



「科学研究費助成事業 研究成果報告書（平成23 年 5 月 23 日現在）」以降の主な発表論文等 

                                                    令和 5 年2 月21 日現在 

研究課題名（和文）  幕末開港期の欧米毛皮会社資料の調査：エコシステムと海獣毛皮猟 

研究代表者  下山 晃 

研究機関・職位  大阪商業大学 総合経営学部 教授 

内容 

＊ 2009 年「ゴースト・ネイチャー：北米における毛皮フロンティアの展開とエコクライシス」を執

筆し岩波書店から池谷和信編の共著『地球環境史からの問い』として出版。   

  http://www.daishodai.ac.jp/~shimosan/gostnature.pdf 

＊ 2009 年ミネルヴァ書房より『世界商品と子供の奴隷：多国籍企業と児童強制労働を出版。概要を

申請者ホームページに掲載。 

  http://www.daishodai.ac.jp/~shimosan/nepal.pdf 

＊ 布留川正博他８名と共に「大西洋奴隷貿易の新地平：データベース、ネットワーク、アボリショ 

 ン」を 2014 年度社会経済史学会近畿部会夏季シンポジウム（於同志社大学）で開催。 

＊ 北西会社の周辺：D・トンプソンとカナダ毛皮フロンティアの優しからざる絆」を 2017 年度市場

史研究会春季大会（於大阪商業大学梅田サテライトオフィス）で発表。 

＊ 2019 年 12 月 7 日付け『西日本新聞』に布留川正博著『奴隷船の世界史』（岩波新書）の書評を

執筆。 

  http://www.daishodai.ac.jp/~shimosan/furugawa.jpg 

＊ 2021 年３月、ミネルヴァ書房 MINERVA 世界史叢書第５巻『ものがつなぐ世界史』の第９章

「毛皮：北米交易圏をめぐる二つの歴史層」を執筆。 

  http://www.daishodai.ac.jp/~shimosan/soushoindex.pdf 

＊ 2021 年３月、『同志社大学経済学論集』第 71 巻第４号に「ケンタッキーの本当のチキン：＜南

部化＞した境界州・麻と奴隷制」を執筆。 

  http://www.daishodai.ac.jp/~shimosan/works/kentucky.pdf 

＊ 2021 年６月、大修館書店より『奇跡の地図を作った男：カナダの測量探検家デイヴィッド・トン

プソン』を出版。 

  http://www.daishodai.ac.jp/~shimosan/tcover.pdf 

＊ 2021 年６月、『大阪商業大学論集』第 201 号に「北米北西部毛皮フロンティア史研究の射程：デ

イヴィッド・トンプソンの業績と評価にふれて」を発表。

http://www.daishodai.ac.jp/~shimosan/works/northwest.pdf 

＊ 2023 年関西大学『経済学論集』第 72 号に「カナダにおける毛皮交易の進展と先住民奴隷：＜多

くの優しからざる絆＞の事例」を執筆。 

 

 以上の他の関連業績については随時申請者のホームページで紹介。 

 http://www.daishodai.ac.jp/~shimosan/index.pdf  

 

 


